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物質は人間の意識の内容の外にあり， それ自体統一体をなしている o 原因












「人聞は精神である」町といわれる c 自発的な自己の意識， すなわち直接的自
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よって構成される基礎である o 前者は自然基礎 (Naturgrunde) と称せられ， こ
こでは原因は自然作用 (Naturwirkungen)を行なう。 自然基礎の内部では，世








ジヱ-c;/プノレー クは，ユックリヅミン L の認識理論の三つの根底の第ーのもの
として， I自然科学的物質主義j叫をあげている。物質が人聞から独立して存在
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ている。 ι ヅグりッシュはまたいう r生活をあまりに物質に向ける人聞は，
自ら人間的に発展しない」明と。「彼等は多くのことを技術的には器用に構成し
指導するであろうが，彼等の仕事ほ大きくならず，常にその中に滅亡のきざし
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組織の問題へ進もう U ユヅグリ 'Y-/ュは自ら， Iことでは組織の概念は人聞
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そして I組織とは有効な組織の諸ノレーノレの一つのVステム (einSystem gel 

















として IローマY主義世界観 (romantischeWeltar四 hauung)J29)をあげている。
そして次のようにいう。 I戸ーマン主義の精神界を特長づけるために，二つの
主要な標識を強調したい。ニックリッ V ュの世界観の中に同 G様式でそれが再
び見出されるからである。その は有機体の理念 (ldccdcs Org叩日mus)であ
り，その二は普遍主義の理念 (Ideedes Oniversalismus)である J30)と。 ところ
が，彼は，この三つを全体主義的に解釈しようとつ土めるのである o I有機体
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場告示すものとして使いうる o しかし，円ーマY主義世界観は余分であろう ω
特に，新ローマこノ主義運動について， r経済学をみる限りでは，オトマー・ジ
ーパソがその指導者であり，ユヴグリ νY-Lも個別経済学側の徹底した唯一の
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